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( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 把 持 本 体 と 、 柔 軟 膜 部 と 、 針 部 と 、 固 定 プ レ ー ト と 、 前 記 柔 軟 膜 部 を 伸 縮 す る 手 段 か ら  
構 成 さ れ 、
　 前 記 把 持 本 体 の 内 部 が 空 洞 で あ っ て 下 面 部 が 前 記 柔 軟 膜 部 か ら な り 、
  前 記 把 持 本 体 の 内 部 に 繋 が り 流 体 を 出 し 入 れ で き る よ う に 流 体 経 路 管 が 接 続 さ れ 、
　 前 記 把 持 本 体 の 上 面 部 が 前 記 固 定 プ レ ー ト か ら な り 、
　 前 記 柔 軟 膜 部 上 に 前 記 針 部 が 配 列 さ れ 、
　 前 記 針 部 が 対 象 物 に 突 刺 動 作 を 行 い 、 前 記 柔 軟 膜 部 が 伸 縮 す る こ と に よ り 把 持 動 作 を 行  
う も の で あ っ て 、
  前 記 柔 軟 膜 部 を 伸 縮 す る 手 段 が 、 前 記 流 体 経 路 管 を 通 し て 前 記 流 体 を 出 し 入 れ す る こ と  
に よ り 前 記 把 持 本 体 内 部 の 前 記 空 洞 内 の 圧 力 を 変 化 さ せ て 前 記 柔 軟 膜 部 を 伸 縮 し 、
  前 記 把 持 本 体 内 部 の 加 圧 に よ り 前 記 柔 軟 膜 部 が 前 記 対 象 物 の 方 向 に 膨 ら む こ と で 前 記 針  
部 が 外 に 向 け て 放 射 状 方 向 に 開 き 、 ま た は 前 記 把 持 本 体 内 部 の 圧 力 低 下 に よ り 前 記 柔 軟 膜  
部 が 前 記 把 持 本 体 内 部 方 向 に 膨 ら む こ と で 前 記 針 部 の 先 端 が 一 点 方 向 に 向 き 、 把 持 動 作 を  
行 う こ と を 特 徴 と す る 把 持 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
  把 持 本 体 と 、 柔 軟 膜 部 と 、 針 部 と 、 固 定 プ レ ー ト と 、 前 記 柔 軟 膜 部 を 伸 縮 す る 手 段 か ら  
構 成 さ れ 、
  前 記 把 持 本 体 の 内 部 が 空 洞 で あ っ て 下 面 部 が 前 記 柔 軟 膜 部 か ら な り 、

請求項の数　5　（全10頁）
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  前 記 柔 軟 膜 部 の 前 記 把 持 本 体 内 部 側 の 面 に 磁 性 体 を 有 し 、
  前 記 把 持 本 体 上 面 部 の 前 記 把 持 本 体 内 部 側 の 面 に 電 磁 石 を 有 し 、
  前 記 把 持 本 体 の 上 面 部 が 前 記 固 定 プ レ ー ト か ら な り 、
  前 記 柔 軟 膜 部 上 に 前 記 針 部 が 配 列 さ れ 、
  前 記 針 部 が 対 象 物 に 突 刺 動 作 を 行 い 、 前 記 柔 軟 膜 部 が 伸 縮 す る こ と に よ り 把 持 動 作 を 行  
う も の で あ っ て 、
　 前 記 柔 軟 膜 部 を 伸 縮 す る 手 段 が 、 前 記 磁 性 体 と 前 記 電 磁 石 と の 磁 力 の 引 き 寄 せ 又 は 反 発  
に よ り 前 記 柔 軟 膜 部 を 伸 縮 し 、
  前 記 針 部 が 、 前 記 柔 軟 膜 部 の 伸 縮 に 伴 い 外 に 向 け て 放 射 状 方 向 に 開 き 、 ま た は 前 記 針 部  
の 先 端 が 一 点 方 向 に 向 く こ と で 、 把 持 動 作 を 行 う こ と を 特 徴 と す る 把 持 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 針 部 は 前 記 柔 軟 膜 部 に 等 間 隔 距 離 に 円 形 状 に 配 列 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項  
１ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の 把 持 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 針 部 の 素 材 は 金 属 、 合 金 、 硬 質 樹 脂 、 セ ラ ミ ッ ク 素 材 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請  
求 項 １ か ら 請 求 項 ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 把 持 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 柔 軟 膜 部 に 風 圧 孔 を 有 し て お り 、 前 記 対 象 物 の 解 放 動 作 を す る 際 に 前 記 風 圧 孔 か ら  
圧 力 空 気 に よ り 前 記 対 象 物 が 押 し 出 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 把 持 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 対 象 物 を 順 に 突 刺 動 作 、 把 持 動 作 お よ び 解 放 動 作 を し て 対 象 物 を 移 動 さ せ る  
こ と が で き る 把 持 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 か ら 、 対 象 物 を 把 持 す る た め の エ ン ド エ フ ェ ク タ の 開 発 が 進 め ら れ て い る 。 把 持 装  
置 が 対 象 物 を 把 持 す る 方 法 と し て 、 対 象 物 を 挟 み 込 ん で 挟 持 す る 方 法 、 対 象 物 を 指 部 で 掴  
む 方 法 ま た は 対 象 物 を 吸 着 す る 方 法 等 が 知 ら れ て い る 。 例 え ば 食 品 工 場 で の 検 品 作 業 等 に  
お い て 不 良 品 を 取 り 除 く 場 合 に は 確 実 に 不 良 品 を 把 持 す る 必 要 が あ る 。 し か し 、 対 象 物 を  
挟 み 込 ん で 挟 持 す る 方 法 や 掴 む 方 法 用 い る と 、 対 象 物 間 に 指 部 な ど の 挟 持 す る も の を 入 れ  
る た め の 対 象 物 間 距 離 が 必 要 と な り 、 隙 間 な く 対 象 物 が 流 れ て き た 場 合 、 指 部 等 が 入 り 込  
む こ と が 困 難 と な り 確 実 に 対 象 物 を 把 持 す る こ と が 難 し い 。 ま た 、 吸 着 す る 方 法 に お い て  
も 対 象 物 の 表 面 状 態 の 影 響 が 大 き く 把 持 で き る 種 類 が 限 定 さ れ 、 確 実 に 把 持 で き る と は 言  
え な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 そ こ で 、 確 実 に 不 良 品 等 を 取 り 除 く た め の 把 持 を す る 方 法 と し て 、 以 下 に 示 す よ う に 、  
針 を 有 し た エ ン ド エ フ ェ ク タ が 対 象 物 に 突 刺 動 作 を 行 う こ と に よ る 把 持 方 法 が 知 ら れ て い  
る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 特 許 文 献 １ で は 、 ピ ス ト ン ロ ッ ド の 先 端 部 に ピ ン を 有 し て お り 、 空 気 シ リ ン ダ が 作 動 す  
る こ と に よ り ピ ン が 食 材 を 挿 入 し 把 持 動 作 を 行 っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 特 許 文 献 ２ で は 、 把 持 本 体 と 把 持 本 体 の 中 に 粉 粒 体 を 有 し て お り 、 把 持 本 体 は 、 掌 部 と  
、 掌 部 の 周 囲 に 突 出 し て 設 け ら れ 掌 部 を 厚 さ 方 向 に 変 形 さ せ る こ と で 掌 部 に 向 か っ て 倒 れ  
る 複 数 の 指 部 を 有 し て い る 。 さ ら に 指 部 に 爪 部 を 有 し て い る こ と で 対 象 物 の 把 持 動 作 の 正  
確 性 を 高 め て い る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
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【 文 献 】 特 開 ２ ０ ０ ５ － ３ ３ ３ ８ ２ ７
【 文 献 】 特 開 ２ ０ １ ７ － １ ８ ５ ５ ５ ３
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 し か し 、 特 許 文 献 １ に 記 載 の 把 持 装 置 に お い て は 、 把 持 装 置 の 構 造 か ら 把 持 で き る 対 象  
物 の 形 状 が 限 ら れ 、 ま た ピ ン の 突 き 出 し 方 向 や ピ ン の 本 数 を 鑑 み る と 、 対 象 物 の 真 上 に 把  
持 装 置 を 移 動 さ せ る 必 要 が あ る 。 ま た 、 特 許 文 献 ２ に 記 載 の 把 持 装 置 に お い て も 同 様 に 対  
象 物 の 真 上 に 把 持 装 置 を 移 動 さ せ な い と 把 持 動 作 を す る こ と が で き な い 。 検 品 作 業 等 に お  
い て 、 食 材 搬 送 コ ン ベ ア 上 の 不 良 品 は 流 れ て 移 動 し て い る た め 、 移 動 中 の 不 良 品 の 真 上 に  
把 持 装 置 を 移 動 さ せ て 確 実 に 把 持 動 作 を 行 う こ と は 困 難 で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 従 来 技 術 の 課 題 を 鑑 み て 、 構 造 が 簡 易 で 軽 量 で あ り 、 隙 間 な く 流 れ て く  
る 移 動 中 の 対 象 物 で も 確 実 に 取 り 除 く こ と が で き 、 ま た 把 持 で き る 対 象 物 の 形 状 が 限 定 さ  
れ な い 把 持 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 把 持 本 体 と 、 柔 軟 膜 部 と 、 針 部 と 、 固 定 プ レ ー ト と 、 前 記  
柔 軟 膜 部 を 伸 縮 す る 手 段 か ら 構 成 さ れ 、 前 記 把 持 本 体 の 下 面 部 が 前 記 柔 軟 膜 部 か ら な り 、  
前 記 把 持 本 体 の 上 面 部 が 固 定 プ レ ー ト か ら な り 、 前 記 柔 軟 膜 部 上 に 前 記 針 部 が 配 列 さ れ 、  
前 記 針 部 が 対 象 物 に 突 刺 動 作 を 行 い 、 前 記 柔 軟 膜 部 が 伸 縮 す る こ と に よ り 把 持 動 作 お よ び  
解 放 動 作 を 行 う こ と を 特 徴 と し た こ と に あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 前 記 柔 軟 膜 部 を 伸 縮 す る 手 段 は 、 前 記 把 持 本 体 に 前 記 把 持 本 体 内 部 に 繋 が る よ う に 流 体  
経 路 管 が 接 続 さ れ 、 流 体 を 出 し 入 れ す る こ と に よ り 前 記 把 持 本 体 の 内 部 の 圧 力 を 変 化 さ せ  
、 前 記 柔 軟 膜 部 を 伸 縮 す る こ と を 特 徴 と し た こ と に あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 前 記 柔 軟 膜 部 を 伸 縮 す る 手 段 は 、 前 記 柔 軟 膜 部 の 前 記 把 持 本 体 内 部 側 の 面 に 磁 性 体 を 有  
し 、 把 持 本 体 上 面 部 の 把 持 本 体 内 部 側 に 電 磁 石 を 有 し 磁 力 に よ り 前 記 柔 軟 膜 部 を 伸 縮 す る  
こ と を 特 徴 と し た こ と に あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 前 記 針 部 は 柔 軟 膜 部 に 等 間 隔 距 離 に 円 形 状 に 配 列 し て い る こ と を 特 徴 と し た こ と に あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 前 記 針 部 の 素 材 は 金 属 、 合 金 、 硬 質 樹 脂 、 セ ラ ミ ッ ク 素 材 か ら な る こ と を 特 徴 と し た こ  
と に あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 前 記 柔 軟 膜 部 に 風 圧 孔 を 有 し て お り 、 解 放 動 作 を す る 際 に 風 圧 孔 か ら 空 気 に よ り 対 象 物  
が 押 し 出 さ れ る こ と を 特 徴 と し た こ と に あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の 特 徴 に よ れ ば 、 当 該 把 持 装 置 は 把 持 本 体 と 、 柔 軟 膜 部 と 、 針 部 と 、 前 記 柔 軟 膜  
部 を 伸 縮 す る 手 段 か ら 構 成 さ れ て お り 把 持 本 体 の 下 面 部 が 柔 軟 膜 部 か ら な り 、 前 記 柔 軟 膜  
部 上 に 前 記 針 部 が 配 列 さ れ た 簡 易 構 造 か つ 小 型 の 把 持 装 置 と す る こ と が で き る 。 針 部 が 略  
垂 直 方 向 に 対 象 物 に 向 い て お り 、 対 象 物 に 突 刺 動 作 を 行 っ た 後 に 柔 軟 膜 部 が 対 象 物 方 向 に  
略 半 楕 円 体 状 に 伸 び る こ と に よ り 前 記 針 部 が 前 記 略 半 楕 円 体 の 中 心 か ら 外 方 向 に 向 け て 放  
射 状 に 針 部 が 向 く こ と で 対 象 物 と 針 部 の 摩 擦 力 が 生 じ 、 把 持 動 作 が 可 能 と な る 。 対 象 物 に  
対 し て は 複 数 あ る 針 部 の う ち 少 な く と も ２ 本 の 針 部 が 刺 さ れ ば 把 持 動 作 等 が 可 能 と な る た  
め 、 対 象 物 の 真 上 に 当 該 把 持 装 置 を 正 確 に 移 動 す る こ と が で き な く て も 、 動 い て い る 対 象  
物 に 対 し て 把 持 で き る 確 率 を 上 げ る こ と が で き る 。 ま た 、 逆 に 柔 軟 膜 部 が 把 持 本 体 内 部 方  
向 に 略 半 楕 円 体 状 に 膨 ら む こ と で 、 各 針 部 の 先 端 が 一 点 方 向 に 向 い て 、 対 象 物 を 掬 う よ う  
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に 把 持 動 作 が 可 能 に な る 。 所 定 の 位 置 に 対 象 物 を 移 動 さ せ た 後 は 柔 軟 膜 部 を 縮 ま せ る ま た  
は 伸 び る こ と に よ り 針 部 が 突 刺 動 作 時 と 同 方 向 に 向 く こ と で 、 重 力 に よ り 対 象 物 が 自 然 落  
下 し て 移 動 が 完 了 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 把 持 本 体 に 把 持 本 体 内 部 に 繋 が る よ う に 接 続 さ れ た 流 体 経 路 管 を 有 す る こ と で 流 体 が 把  
持 本 体 内 部 へ と 出 し 入 れ 可 能 と な り 、 把 持 本 体 内 部 は 空 気 が 遮 断 さ れ た 空 間 で あ る た め 、  
流 体 物 の 流 入 お よ び 流 出 に よ り 圧 力 を 調 節 す る こ と が で き る 。 つ ま り 、 圧 力 を 調 整 す る こ  
と で 柔 軟 膜 部 の 伸 縮 を コ ン ト ロ ー ル す る こ と が で き る 。 柔 軟 膜 部 の 伸 縮 を 圧 力 で コ ン ト ロ  
ー ル す る こ と で 、 把 持 動 作 等 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 柔 軟 膜 部 の 把 持 本 体 側 の 面 に 磁 性 体 を 有 し て お り 、 把 持 本 体 上 面 に 電 磁 石 等 の 一 時 的 に  
磁 力 を 発 生 さ せ る 装 置 を 置 く こ と で 、 柔 軟 膜 部 が 把 持 本 体 上 面 方 向 に 磁 力 に よ り 引 き 寄 せ  
ら れ ま た は 反 発 し 結 果 的 に 柔 軟 膜 部 の 伸 縮 を コ ン ト ロ ー ル す る こ と が で き る 。 よ っ て 柔 軟  
膜 部 の 伸 縮 を す る こ と で 、 把 持 動 作 等 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 針 部 が 柔 軟 膜 部 に 等 間 隔 で 円 形 状 に ２ 列 に な っ て 配 列 す る こ と で 、 針 部 間 距 離 が 縮 ま り  
、 細 か い 対 象 物 を 把 持 す る こ と に 優 れ て い る 。 よ っ て 、 一 度 の 把 持 動 作 で 多 量 の 対 象 物 を  
掬 う よ う に し て 把 持 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 針 部 の 素 材 を 金 属 、 合 金 、 硬 質 樹 脂 、 セ ラ ミ ッ ク 素 材 か ら 形 成 さ れ 、 対 象 物 の 種 類 や 把  
持 装 置 を 使 う と き の 環 境 に 合 わ せ て 素 材 を 変 更 で き る 。 例 え ば 、 湿 度 が 高 い 環 境 下 等 で は  
錆 び る 恐 れ の あ る 金 属 は 好 ま し く な く 、 ス テ ン レ ス や 硬 質 樹 脂 、 セ ラ ミ ッ ク 素 材 か ら な る  
こ と が 望 ま し い 。 当 該 把 持 装 置 の サ イ ズ を 大 き く す る と き は 、 密 度 の 低 く て 加 工 が し や す  
い 硬 質 樹 脂 等 を 用 い る こ と で 軽 量 化 を 図 る こ と が で き 、 様 々 な 形 状 と す る こ と も 容 易 で あ  
る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 把 持 本 体 内 部 の 圧 力 を 調 節 し て 柔 軟 膜 部 の 伸 縮 を 行 う と き は 、 把 持 本 体 内 部 は 空 気 を 遮  
断 す る 空 間 に す る 必 要 が あ る が 、 磁 力 に よ り 柔 軟 膜 部 を 調 節 す る と き は 、 柔 軟 膜 部 に 風 圧  
孔 を 有 し て い て も 、 柔 軟 膜 部 を 伸 縮 に は 影 響 が な い 。 解 放 動 作 の 際 に 、 流 体 経 路 管 か ら 圧  
力 空 気 を 把 持 本 体 内 部 に 流 入 さ せ る こ と で 当 該 風 圧 孔 か ら 圧 力 空 気 を 吹 き 出 さ れ 、 圧 力 空  
気 が 対 象 物 を 解 放 す る 補 助 を す る こ と が で き る 。 ま た 、 当 該 風 圧 孔 を 有 し て い な い と 、 柔  
軟 膜 部 が 伸 縮 す る 際 に 把 持 本 体 内 部 の 体 積 が 変 化 す る た め 圧 力 も 同 様 に 変 化 し 、 風 圧 孔 が  
な い た め 圧 力 調 節 が で き ず 、 そ の 結 果 柔 軟 膜 部 が う ま く 伸 縮 で き な い 恐 れ が あ る 。 よ っ て  
、 風 圧 孔 が 外 気 と 把 持 本 体 内 部 の 空 気 の 出 し 入 れ を 調 節 す る こ と で ス ム ー ズ に 柔 軟 膜 部 を  
伸 縮 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ １ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 把 持 装 置 の 突 刺 動 作 時 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 （ a ） 本 発 明 に 係 る 把 持 装 置 の 底 面 図 と ( b ) 底 面 図 の Ａ － Ａ 断 面 に よ る 断 面 図 で あ  
る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 に 係 る 把 持 装 置 の 柔 軟 膜 部 が 対 象 物 方 向 に 膨 ら ん だ 把 持 動 作 時 の ( a ) 正 面 図  
お よ び （ b ） 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 に 係 る 把 持 装 置 の 柔 軟 膜 部 が 把 持 本 体 内 部 方 向 に 膨 ら ん だ 把 持 動 作 時 の （ a  
） 正 面 図 お よ び （ b ） 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 に 係 る 把 持 装 置 の 対 象 物 の 把 持 動 作 の 一 連 の 流 れ （ a ） 突 刺 動 作 前 、 （ b ）  
突 刺 動 作 後 お よ び （ c ） 把 持 動 作 に お け る 正 面 図 で る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 に 係 る 把 持 装 置 に お け る 針 部 が 円 形 状 に ２ 列 に 配 列 し た 実 施 形 態 で 突 刺 動  
作 時 の （ a ） 正 面 図 と （ b ） 底 面 図 お よ び （ c ） 柔 軟 膜 部 が 把 持 本 体 内 部 方 向 に 膨 ら ん だ 把  
持 動 作 時 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 に 係 る 把 持 装 置 に お け る 柔 軟 膜 部 を 伸 縮 す る 手 段 と し て 磁 力 に よ り 伸 縮 さ  
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せ る 実 施 形 態 に お け る （ a ） 底 面 図 と （ b ） 底 面 図 に お い て B － B 断 面 に お け る 断 面 図 で あ る  
。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ の 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 以 下 図 面 を 参 照 に し な が ら 説 明 を す る 。 図 １ は 本 発 明 の 把  
持 装 置 １ の 正 面 図 を 示 し て い る 。 当 該 把 持 装 置 １ は 、 把 持 本 体 ２ 、 流 体 経 路 管 ３ 、 針 部 ４  
、 柔 軟 膜 部 ５ お よ び 固 定 プ レ ー ト ６ か ら 構 成 さ れ て い る 。 ま た 、 簡 易 な 構 造 で あ る た め 、  
破 損 し て も 部 品 交 換 等 に よ る 修 理 が 容 易 と な り 、 軽 量 で あ る た め 素 早 い 動 作 が 可 能 に な る  
。 把 持 装 置 １ の 大 き さ は 限 定 さ れ ず 、 対 象 物 ７ の 大 き さ に よ っ て 最 適 な 大 き さ に 変 更 す る  
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 流 体 経 路 管 ３ は 固 定 プ レ ー ト ６ を 通 り 把 持 本 体 上 面 ８ に 連 結 さ れ て お り 、 把 持 本 体 内 部  
９ へ と 空 気 を 流 す た め の 管 で あ る 。 図 面 に は 記 載 さ れ て い な い が 、 シ リ ン ダ や ポ ン プ 等 に  
接 続 さ れ て い る こ と で 圧 力 空 気 を 送 る こ と が で き る 。 圧 力 空 気 で な く て も 、 把 持 本 体 内 部  
９ に 圧 力 を か け ら れ る 流 体 で あ れ ば 空 気 に 限 定 さ れ ず 、 水 や 油 、 粉 粒 体 で も 構 わ な い 。 そ  
し て 流 体 経 路 管 ３ の 素 材 は 、 主 に シ リ コ ン 等 か ら 出 来 て い る が 、 流 体 の 種 類 に よ っ て 最 適  
な 素 材 を 決 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 把 持 本 体 ２ の 中 は 、 流 体 経 路 管 ３ か ら 圧 力 空 気 が 把 持 本 体 内 部 ９ に  
流 れ る よ う に 空 洞 に な っ て い る 。 ま た 、 把 持 本 体 上 面 ８ は 固 定 プ レ ー ト ６ が 設 け ら れ て お  
り 、 把 持 本 体 ２ と ア ク チ ュ エ ー タ と が 固 定 プ レ ー ト ６ の ね じ 孔 １ ０ 介 し て ね じ 等 の 連 結 部  
材 に よ り 固 定 さ れ る 。 把 持 本 体 ２ の 形 状 は 円 形 に 限 ら ず 、 対 象 物 ７ の 形 状 に よ り 変 更 す る  
こ と が で き る 。 例 え ば 、 底 が 深 い 三 角 形 の 形 状 の パ ッ ケ ー ジ の 中 に あ る 対 象 物 ７ を 把 持 し  
た い 場 合 は 、 突 刺 動 作 を 容 易 に す る た め に 当 該 把 持 本 体 ２ の 形 状 は 三 角 形 の 形 状 又 は 三 角  
形 の 形 状 の パ ッ ケ ー ジ よ り も 小 さ い 把 持 本 体 ２ を 用 い る 方 が 望 ま し い 。 ま た 、 把 持 本 体 内  
部 ９ 空 間 の 容 量 は 対 象 物 ７ の 表 面 の 硬 さ に よ り 変 更 す る こ と が で き る 。 つ ま り 、 表 面 が 硬  
け れ ば 硬 い ほ ど 把 持 本 体 内 部 ９ の 空 間 を 大 き く す る こ と で 、 把 持 本 体 内 部 ９ の 空 間 に 圧 力  
を か け や す く な り 把 持 動 作 等 が 容 易 と な る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 把 持 本 体 ２ の 下 面 側 は 柔 軟 膜 部 ５ を 有 し て い る 。 当 該 柔 軟 膜 部 ５ は  
伸 縮 可 能 で 流 体 物 を 通 さ な い 素 材 で 作 ら れ て お り 、 主 に ゴ ム 素 材 等 で あ る 。 柔 軟 膜 部 ５ の  
膜 厚 は 対 象 物 ７ の 表 面 の 硬 さ に よ り 変 更 す る こ と が で き る 。 す な わ ち 、 膜 厚 を 厚 く す れ ば  
す る ほ ど 把 持 本 体 内 部 ９ の 圧 力 が 大 き く な る の で 硬 い 対 象 物 ７ で も 突 刺 動 作 を す る こ と が  
で き 、 逆 に 表 面 が 柔 ら か い 対 象 物 ７ で あ れ ば 薄 い 柔 軟 膜 部 ５ で 足 り る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 柔 軟 膜 部 ５ に は 、 複 数 箇 所 針 部 ４ が 柔 軟 膜 部 ５ の 面 上 に 垂 直 方 向 に 固 定 さ れ て い る 。 針  
部 ４ の 本 数 、 長 さ 、 直 径 、 形 状 お よ び 設 置 箇 所 等 は 対 象 物 ７ の 種 類 に よ り そ れ ぞ れ 最 適 な  
も の に 変 更 す る こ と が で き る 。 す な わ ち 、 針 部 ４ の 本 数 は 少 な く と も ２ 以 上 が 好 ま し く 本  
数 お よ び 長 さ は 対 象 物 ７ の 体 積 が 大 き け れ ば 大 き い ほ ど 増 や す 又 は 長 く す る 必 要 が あ る 。  
ま た 、 対 象 物 ７ の 表 面 が 硬 い も の は 、 針 部 ４ の 直 径 を 短 く し て 細 く す る 必 要 が あ り 、 形 状  
は 角 錐 状 の も の よ り も 円 錐 状 の 方 が 突 刺 動 作 は 容 易 で は あ る が 、 角 錐 状 の 針 部 ４ の 方 が 摩  
擦 力 は 大 き い た め 対 象 物 ７ を 確 実 に 把 持 す る こ と が で き る 。 他 に も 対 象 物 ７ を あ ま り 傷 つ  
け た く な い と き は 、 針 部 ４ の 形 状 を 円 錐 に し て 針 部 ４ の 直 径 を 短 く し 、 最 低 限 把 持 で き る  
程 度 の 摩 擦 力 を 生 じ さ せ る た め の 長 さ に す る 必 要 が あ る 。 設 置 箇 所 は 少 な く と も 対 象 物 ７  
を 安 定 に 把 持 す る た め に 針 部 ４ を 等 間 隔 に 設 置 す る 必 要 が あ る が 、 等 間 隔 に 針 部 ４ を 並 べ  
れ ば 設 置 す る パ タ ー ン は 対 象 物 ７ の 形 状 に 合 わ せ て 針 部 ４ の 最 適 な 設 置 箇 所 に 変 更 す る こ  
と が で き る 。 こ の よ う に 対 象 物 ７ に 合 わ せ て 最 適 な 把 持 装 置 １ と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 把 持 動 作 を 行 う 手 順 を 図 ５ （ a ） ～ （ c ） を 用 い て 説 明 す る 。 図 ５ （ a ） お よ び 図 ５ （ b ）  
に 示 す よ う に 、 突 刺 動 作 を す る と き は 、 把 持 本 体 内 部 ９ の 圧 力 が 加 圧 さ れ ず に 大 気 圧 と 同  
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一 の と き 柔 軟 膜 部 ５ は 伸 縮 せ ず に 水 平 で あ る 。 よ っ て 、 針 部 ４ は 柔 軟 膜 部 ５ に 対 し て 垂 直  
方 向 に 設 置 さ れ て い る た め 、 エ ビ フ ラ イ の 対 象 物 ７ に 対 し て も 針 部 ４ は 略 垂 直 方 向 を 向 い  
て い る 。 そ の 後 ア ク チ ュ エ ー タ を 作 動 さ せ て 、 針 部 ４ が 対 象 物 ７ に 突 刺 動 作 を 行 う 。 対 象  
物 ７ に 対 し て 針 部 ４ は 略 垂 直 方 向 に 向 い て い る た め 、 容 易 に 突 刺 動 作 を 行 う こ と が で き る  
。 本 実 施 例 の よ う に エ ビ フ ラ イ の よ う な 表 面 が 油 で 滑 り や す い 対 象 物 ７ で も 、 掴 む 方 法 や  
掬 う 方 法 だ と う ま く 把 持 で き な い 恐 れ が あ る が 、 突 刺 す こ と に よ っ て 確 実 に 把 持 を す る こ  
と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ５ （ c ） に 示 す よ う に 突 刺 動 作 後 は 、 ポ ン プ 等 に よ り 押 し 出 さ れ た 圧 力 空 気 が 流 体 経 路  
管 ３ を 通 っ て 把 持 本 体 内 部 ９ へ と 流 れ 、 把 持 本 体 内 部 ９ の 圧 力 が 上 が る 。 把 持 本 体 内 部 ９  
の 圧 力 が 増 大 す る こ と に よ り 、 柔 軟 膜 部 ５ が 対 象 物 ７ 方 向 に 略 半 楕 円 体 状 に 膨 ら む こ と で  
、 各 針 部 ４ が 略 半 楕 円 体 の 中 心 １ １ か ら 外 に 向 け て 放 射 状 方 向 に 開 こ う と す る 。 よ っ て 、  
針 部 ４ と 対 象 物 ７ と の 摩 擦 力 が 上 が り 、 針 部 ４ が 対 象 物 ７ を 把 持 す る 状 態 に な る 。 こ の 状  
態 を 維 持 し た ま ま 、 ア ク チ ュ エ ー タ を 作 動 さ せ て 所 定 位 置 に 対 象 物 ７ を 移 動 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 所 定 位 置 に 対 象 物 ７ を 移 動 し た 後 は 、 対 象 物 ７ の 解 放 動 作 を 行 う 。 解 放 動 作 を 行 う 際 は  
、 把 持 本 体 内 部 ９ の 圧 力 を ポ ン プ 等 に よ り 下 げ て 、 大 気 圧 と 同 程 度 の 圧 力 に す る 。 よ っ て  
、 略 半 楕 円 状 に 膨 ら ん だ 柔 軟 膜 部 ５ は 水 平 方 向 と な り 、 図 ５ （ b ） の 状 態 と な る 。 針 部 ４  
は 対 象 物 ７ に 対 し て 垂 直 方 向 を 向 く の で 、 重 力 に よ り 対 象 物 ７ が 自 然 落 下 す る 。 こ れ に よ  
り 、 解 放 動 作 が 完 了 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ま た 、 例 え ば 刻 ま れ た ネ ギ 等 の 細 か い 対 象 物 ７ を 把 持 し た い 場 合 は 、 図 ６ に 示 す よ う な  
把 持 装 置 を 用 い る こ と が で き る 。 同 様 に 対 象 物 ７ に 突 刺 動 作 を 行 っ た 後 に 把 持 本 体 内 部 ９  
の 圧 力 を 低 下 さ せ 、 柔 軟 膜 部 ５ が 把 持 本 体 内 部 ９ 方 向 に 略 半 楕 円 体 状 に 膨 ら む こ と で 、 各  
針 部 ４ の 先 端 が 一 点 方 向 に 向 き 、 細 か い 対 象 物 ７ を 針 部 ４ が 掴 む よ う に 把 持 す る こ と が で  
き る 。 こ の 把 持 動 作 は 最 初 に 突 刺 動 作 を 行 っ て い る の で 、 細 か い 対 象 物 ７ 間 に 指 部 等 を 入  
れ る た め の 細 か い 対 象 物 ７ 間 距 離 を 必 要 と し な い 。 ま た 、 細 か い 対 象 物 ７ を 把 持 し や す い  
よ う に 、 針 部 ４ 間 の 距 離 を 短 く し 、 針 部 ４ の 本 数 を 増 や し 、 直 径 を 短 く し て 、 長 さ を 長 く  
す る こ と で 、 細 か い 対 象 物 ７ と 針 部 ４ と の 接 触 箇 所 が 増 え る こ と に よ り 一 回 の 把 持 動 作 で  
多 量 の 細 か い 対 象 物 ７ を 把 持 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 対 象 物 ７ の 解 放 動 作 を 行 う 際 に は 先 程 と 同 様 に 、 把 持 本 体 内 部 ９ の 圧 力 を ポ ン プ 等 に よ  
り 下 げ て 、 図 ６ （ b ） に 示 す よ う に 柔 軟 膜 部 ５ が 水 平 方 向 を 向 き 、 針 部 ４ が 対 象 物 ７ に 対  
し て 垂 直 と な る の で 、 対 象 物 ７ が 自 然 落 下 し て 解 放 動 作 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 ７ に 示 す 把 持 装 置 １ ２ に お い て は 、 柔 軟 膜 部 ５ の 把 持 本 体 内 部 ９ 側 に 磁 性 体 １ ３ を 備  
え て お り 、 把 持 本 体 内 部 ９ の 上 面 側 に 電 磁 石 １ ４ を 有 し て い る 。 当 該 電 磁 石 １ ４ に 電 線 １  
５ に よ り 電 気 を 流 す こ と に よ り 、 電 磁 石 １ ４ が 磁 性 を 有 す る こ と で 電 磁 石 １ ４ と 磁 性 体 １  
３ と が 磁 力 に よ り 引 き 寄 せ ら れ 、 ま た は 反 発 す る こ と に よ り 柔 軟 膜 部 ５ を 伸 縮 さ せ る こ と  
が で き る 。 柔 軟 膜 部 ５ が 伸 縮 す る こ と に よ り 、 上 記 で 述 べ た よ う に 、 針 部 ４ が 外 に 放 射 状  
方 向 ま た は 、 一 点 方 向 を 向 い て 把 持 動 作 を 行 う こ と が で き る 。 電 磁 石 １ ４ で な く て も 、 一  
時 的 に 磁 力 を 発 生 さ せ る よ う な 部 品 を 有 し て い れ ば よ い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 さ ら に 、 上 記 記 載 の 把 持 装 置 １ ２ に お い て は 、 柔 軟 膜 部 ５ に 空 気 が 流 通 す る 風 圧 孔 １ ６  
を 有 し て い る 。 ポ ン プ 等 か ら 押 し 出 さ れ た 圧 力 空 気 が 流 体 経 路 管 ３ を 通 り 、 把 持 本 体 内 部  
９ へ と 伝 わ り 柔 軟 膜 部 ５ に 点 在 す る 風 圧 孔 １ ６ か ら 放 出 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 解 放 動 作 に  
よ り 対 象 物 ７ を 解 放 で き な か っ た と き に 、 圧 力 空 気 が 対 象 物 ７ を 押 し 出 す こ と に よ り 解 放  
動 作 を 手 助 け す る こ と が で き る 。 把 持 本 体 内 部 ９ の 気 圧 を 変 化 さ せ て 柔 軟 膜 部 ５ の 伸 縮 を  
行 う と き は 、 当 該 風 圧 孔 １ ６ を 設 け る こ と が で き な い た め 、 圧 力 変 化 以 外 に よ る 柔 軟 膜 部  
５ の 伸 縮 手 段 を 用 い る と き に の み 風 圧 孔 １ ６ を 設 け る こ と が で き る 。
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【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 食 品 工 場 等 に お い て 検 品 作 業 を 行 う 際 に 、 柔 軟 膜 部 が 有 す る 針 部 が 突  
刺 動 作 を 行 う こ と で 、 把 持 で き る 対 象 物 の 形 状 が 限 定 さ れ ず ベ ル ト コ ン ベ ヤ で 動 い て い る  
対 象 物 に 対 し て も 確 実 に 把 持 動 作 を 行 う こ と が で き 、 か つ 軽 量 で 構 造 が 簡 易 で あ る ア ク チ  
ュ エ ー タ に 取 り 付 け る 把 持 装 置 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 　 １     把 持 装 置
　 　 ２     把 持 本 体
　 　 ３     流 体 経 路 管
　 　 ４     針 部
　 　 ５     柔 軟 膜 部
　 　 ６     固 定 プ レ ー ト
　 　 ７     対 象 物
　 　 ８     把 持 本 体 上 面
　 　 ９     把 持 本 体 内 部
　 　 １ ０   ね じ 孔
　 　 １ １   略 半 楕 円 体 の 中 心
　 　 １ ２   把 持 装 置
　 　 １ ３   磁 性 体
　 　 １ ４   電 磁 石
　 　 １ ５   電 線
　 　 １ ６   風 圧 孔



10

20

30

40

50

JP 7437018 B2 2024.2.22(8)

【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】



10

JP 7437018 B2 2024.2.22(10)

フロントページの続き

滋賀県草津市野路東１－１－１  立命館大学  びわこ・くさつキャンパス内
審査官　 樋口  幸太郎

(56)参考文献 特開平０７－２５６５８２（ＪＰ，Ａ）
特開２００２－１６０１９８（ＪＰ，Ａ）
特開２０１９－１４７２２４（ＪＰ，Ａ）

(58)調査した分野　(Int.Cl.，ＤＢ名)
Ｂ２５Ｊ    １５／０８


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

